
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】如何なる光源でも、透過型モードと反射型モー

ドとを共に最良の色表示とする透過・反射両用型LCDを

提供する。

【解決手段】透過・反射両用型LCDでは、１つのピクセ

ル部分に少なくとも１つの透過型ピクセル部分２２０と

少なくとも１つの反射型ピクセル部分２１０とがある。

透過型ピクセル部分２２０は、第１のスイッチング素子

２０１に接続された透明電極を含んでおり、反射型ピク

セル部分２１０は、第２のスイッチング素子２０２に接

続された反射電極を含む。透明電極と反射電極は、それ

ぞれ独立のスイッチング素子で制御される。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
透 過 ・ 反 射 両 用 型 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） の １ つ の ピ ク セ ル 部 分 に 、 少 な く と も １ つ の 反
射 型 ピ ク セ ル 部 分 と 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 と が あ り 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 は 、 第 １ の ス イ ッ
チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 少 な く と も １ つ の 反 射 電 極 を 含 み 、 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 は 、 第 ２
の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 少 な く と も １ つ の 透 明 電 極 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 透 過
・ 反 射 両 用 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
ピ ク セ ル 部 分 は 、 赤 、 緑 、 青 の い ず れ か の カ ラ ー ピ ク セ ル 部 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 透 過 ・ 反 射 両 用 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 反 射 型 モ ー ド の 制 御 に 使 用 さ れ 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 透
過 型 モ ー ド の 制 御 に 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 透 過 ・ 反 射 両 用 型 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 が ス キ ャ ン ラ イ ン を 共 有 し 、 第 １ の ス
イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 第 １ の デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 該 第 １ の デ ー タ ラ イ ン は 反 射 型 ピ ク
セ ル 部 分 の 輝 度 を 制 御 す る た め の 信 号 を 送 る の に 使 わ れ 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 第
２ の デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 該 第 ２ の デ ー タ ラ イ ン は 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 の 輝 度 を 制 御
す る た め の 信 号 を 送 る の に 使 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 透 過 ・ 反 射 両 用 型 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 が デ ー タ ラ イ ン を 共 有 し 、 第 １ の ス イ
ッ チ ン グ 素 子 は 、 第 １ の ス キ ャ ン ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 を ス イ ッ チ し て
信 号 を 送 り 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 第 ２ の ス キ ャ ン ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 透 過 型 ピ ク
セ ル 部 分 を ス イ ッ チ し て 信 号 を 送 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 透 過 ・ 反 射 両 用 型 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 は 、 反 射 電 極 の 下 に あ り 、 透 過 ・ 反 射 両 用 型 液 晶 表 示 装 置 の 開 口
率 に は 影 響 し な い よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 透 過 ・ 反 射 両 用 型 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
透 明 電 極 が 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の ア ク テ ィ ブ 層 に 直 接 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の 透 過 ・ 反 射 両 用 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
透 明 電 極 が 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 底 の 部 分 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
透 過 ・ 反 射 両 用 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
透 明 電 極 が ス キ ャ ン ラ イ ン と 同 じ 層 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 透 過 ・ 反 射 両
用 型 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
透 明 電 極 が デ ー タ ラ イ ン と 同 じ 層 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 透 過 ・ 反 射 両 用
型 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） 、 特 に 、 透 過 ・ 反 射 両 用 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
Ｌ Ｃ Ｄ は 、 ノ ー ト パ ソ コ ン 、 携 帯 情 報 端 末 （ Ｐ Ｄ Ａ ） 、 携 帯 電 話 な ど の 情 報 技 術 商 品 に 広
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く 利 用 さ れ て い る 。 Ｌ Ｃ Ｄ は 非 発 光 素 子 な の で 、 外 部 に 光 源 を 必 要 と す る 。 外 部 光 源 の 方
式 に よ り 、 Ｌ Ｃ Ｄ は 一 般 に 反 射 型 Ｌ Ｃ Ｄ 、 透 過 型 Ｌ Ｃ Ｄ 、 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ に 分 類
さ れ る 。 反 射 型 Ｌ Ｃ Ｄ で は 、 外 部 光 源 が パ ネ ル の 前 面 に あ り 、 光 が 反 射 層 （ 例 え ば ア ル ミ
ニ ウ ム 層 の よ う な ） で 反 射 さ れ て 表 示 を 見 る こ と が で き る 。 透 過 型 Ｌ Ｃ Ｄ で は 、 発 光 す る
バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル が パ ネ ル の 背 面 に 置 か れ 、 パ ネ ル を 透 過 す る 光 で 表 示 を 見 る こ と
が で き る 。 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ で は 、 外 部 光 源 と バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル と が 同 時 に
使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】 図 １ は 、 従 来 技 術 に よ る 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 １ ０ ０ の 概
略 図 で 、 赤 、 緑 、 青 の ピ ク セ ル が あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 ピ ク セ ル 部 分 １ ０ ０ に は 、 反
射 型 ピ ク セ ル 部 分 １ １ ０ と 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 １ ２ ０ と が あ り 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 １ １
０ は 反 射 電 極 （ 図 示 し な い ） を 含 み 、 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 １ ２ ０ は 透 明 電 極 （ 図 示 し な い
） か ら な っ て い る 。 ピ ク セ ル 部 分 の 透 明 電 極 （ 図 示 し な い ） と 反 射 電 極 （ 図 示 し な い ） と
は ス キ ャ ン ラ イ ン Ｓ Ｌ １ と デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ に よ っ て 制 御 さ れ る ピ ク セ ル 駆 動 回 路 に 接
続 さ れ て い て 、 透 過 型 ピ ク セ ル と 反 射 型 ピ ク セ ル の 輝 度 は ピ ク セ ル 駆 動 回 路 １ ０ １ に よ り
同 時 に 制 御 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】 従 来 技 術 に よ る 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の 、 透 過 型 モ ー ド で は 、 内 蔵 の バ ッ
ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル が 使 用 さ れ 、 反 射 型 モ ー ド で は 、 外 来 光 が 使 用 さ れ て い た 。 し か し 、
従 来 技 術 で は 、 １ つ の ピ ク セ ル 駆 動 回 路 が 同 じ ピ ク セ ル 部 分 の 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 と 反 射
型 ピ ク セ ル 部 分 の 両 方 を 制 御 し て い る の で 、 そ の ど ち ら か 一 方 が 最 良 の 色 に な る よ う に 制
御 さ れ る 。 そ れ 故 に 、 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ 全 体 と し て の 色 表 示 は 質 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 発 明 の 課 題 は 、 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 と 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分
と に そ れ ぞ れ 独 立 し た ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 使 っ て 制 御 す る こ と で 、 如 何 な る 光 源 で も 、 透
過 型 モ ー ド と 反 射 型 モ ー ド と を 共 に 最 良 の 色 表 示 と す る 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ で は 、 １ つ の ピ ク セ ル 部 分 に 透 過 型 ピ ク セ ル
部 分 と 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 と が あ る 。 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 は 、 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に
接 続 さ れ た 反 射 電 極 を 含 み 、 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 は 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ
た 透 明 電 極 を 含 ん で お り 、 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と は そ れ ぞ
れ 反 射 型 モ ー ド と 透 過 型 モ ー ド の 機 能 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 ２ に 、 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お け る バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放 射 方 向 に 沿 っ た
透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 ２ ０ ０ の 概 略 図 を 示 す 。 ピ ク セ ル 部 分 ２ ０ ０ に は
赤 、 緑 、 青 な ど が あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ピ ク セ ル 部 分 ２ ０ ０ は 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ２
１ ０ と 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 ２ ２ ０ と が あ り 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ２ １ ０ の 輝 度 は 第 １ の ス
イ ッ チ ン グ 素 子 ２ ０ １ で 制 御 さ れ 、 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 ２ ２ ０ の 輝 度 は 第 ２ の ス イ ッ チ ン
グ 素 子 ２ ０ ２ で 制 御 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ は 駆 動 回 路 の ス キ ャ ン
ラ イ ン Ｓ Ｌ １ を 共 有 し 、 そ れ ぞ れ デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ 、 Ｄ Ｌ ２ に コ ン タ ク ト ホ ー ル ２ ０ ３
と ２ ０ ４ で 接 続 さ れ 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ 、 Ｄ Ｌ ２ か ら 画 像 デ ー タ 信 号 を 受 け る 。 さ ら に
、 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ ０ １ は 反 射 電 極 （ 図 示 し な い ） に コ ン タ ク ト ホ ー ル ２ ０ ５ で
接 続 さ れ 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ２ １ ０ の 輝 度 を 制 御 す る 。 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ ０ ２
は 透 明 電 極 （ 図 示 し な い ） に コ ン タ ク ト ホ ー ル ２ ０ ６ で 接 続 さ れ 、 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 ２
２ ０ の 輝 度 を 制 御 す る 。 こ の 実 施 例 で は 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ 、 Ｄ Ｌ ２ と ス イ ッ チ ン グ 素
子 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ と は 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ２ １ ０ の 下 に あ り 、 開 口 率 に は 影 響 し な い よ う
に な っ て い る 。 図 ３ ， 図 ４ ， 図 ５ に 示 す よ う に 、 回 路 設 計 に よ っ て 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分
と 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 の 位 置 や 配 分 比 率 を 変 形 で き る こ と は 注 目 す べ き こ と で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】 図 ６ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に お け る 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放
射 方 向 に 沿 っ た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 ２ ３ ０ の 概 略 図 で 、 ピ ク セ ル 部 分
２ ３ ０ に は 赤 、 緑 、 青 な ど が あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 ピ ク セ ル 部 分 ２ ３ ０ は 反 射 型 ピ ク
セ ル 部 分 ２ ４ ０ と 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 ２ ５ ０ と が あ り 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ２ ４ ０ の 輝 度
は 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ ３ １ で 制 御 さ れ 、 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 ２ ５ ０ の 輝 度 は 第 ２ の
ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ ３ ２ で 制 御 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ ３ １ 、 ２ ３ ２ は 駆 動 回 路
の ス キ ャ ン ラ イ ン Ｓ Ｌ １ を 共 有 し 、 そ れ ぞ れ デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ ２ 、 Ｄ Ｌ ２ １ に コ ン タ ク
ト ホ ー ル ２ ３ ３ と ２ ３ ４ で 接 続 さ れ 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ ２ 、 Ｄ Ｌ ２ １ か ら 画 像 デ ー タ 信
号 を 受 け る 。 さ ら に 、 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ ３ １ は 反 射 電 極 （ 図 示 し な い ） に コ ン タ
ク ト ホ ー ル ２ ３ ５ で 接 続 さ れ 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ２ ４ ０ の 輝 度 を 制 御 す る 。 第 ２ の ス イ
ッ チ ン グ 素 子 ２ ３ ２ は 透 明 電 極 （ 図 示 し な い ） に コ ン タ ク ト ホ ー ル ２ ３ ６ で 接 続 さ れ 、 透
過 型 ピ ク セ ル 部 分 ２ ５ ０ の 輝 度 を 制 御 す る 。 こ の 実 施 例 で は 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ ２ と 第
１ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ ３ １ と は 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ２ ４ ０ の 下 に あ り 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ
Ｌ ２ １ と 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ２ ３ ２ と は 隣 り 合 う 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 の 下 に あ り 、 開
口 率 に は 影 響 し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】 図 ７ は 、 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に お け る 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放
射 方 向 に 沿 っ た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 ３ ０ ０ の 概 略 図 で 、 ピ ク セ ル 部 分
３ ０ ０ に は 赤 、 緑 、 青 な ど が あ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 ピ ク セ ル 部 分 ３ ０ ０ は 反 射 型 ピ ク
セ ル 部 分 ３ １ ０ と 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 ３ ２ ０ と が あ り 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ３ １ ０ の 輝 度
は 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ０ １ で 制 御 さ れ 、 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 ３ ２ ０ の 輝 度 は 第 ２ の
ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ０ ２ で 制 御 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ０ １ 、 ３ ０ ２ は そ れ ぞ れ
デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ に コ ン タ ク ト ホ ー ル ３ ０ ３ と ３ ０ ４ で 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 １
の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ０ １ は 反 射 電 極 （ 図 示 し な い ） に コ ン タ ク ト ホ ー ル ３ ０ ５ で 接 続 さ
れ 、 反 射 電 極 （ 図 示 し な い ） は 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ３ １ ０ を ス イ ッ チ す る ス キ ャ ン ラ イ ン
Ｓ Ｌ １ か ら 信 号 を 受 け る 。 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ０ ２ は 透 明 電 極 （ 図 示 し な い ） に コ
ン タ ク ト ホ ー ル ３ ０ ６ で 接 続 さ れ 、 透 明 電 極 （ 図 示 し な い ） は 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 ３ ２ ０
を ス イ ッ チ す る ス キ ャ ン ラ イ ン Ｓ Ｌ ２ か ら 信 号 を 受 け る 。 こ の 実 施 例 で は 、 ス キ ャ ン ラ イ
ン Ｓ Ｌ １ 、 Ｓ Ｌ ２ と ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ０ １ 、 ３ ０ ２ と は 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ３ １ ０ の 下
に あ り 、 開 口 率 に は 影 響 し な い よ う に な っ て い る 。 図 ８ ， 図 ９ ， 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 回
路 設 計 に よ っ て 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 と 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 の 位 置 や 配 分 比 率 を 変 形 で き
る こ と は 注 目 す べ き こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】 図 １ １ は 、 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に お け る 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光
放 射 方 向 に 沿 っ た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 ３ ５ ０ の 概 略 図 で 、 ピ ク セ ル 部
分 ３ ５ ０ に は 赤 、 緑 、 青 な ど が あ る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 ピ ク セ ル 部 分 ３ ５ ０ は 反 射 型
ピ ク セ ル 部 分 ３ ６ ０ と 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 ３ ７ ０ と が あ り 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ３ ６ ０ の
輝 度 は 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ５ １ で 制 御 さ れ 、 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 ３ ７ ０ の 輝 度 は 第
２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ５ ２ で 制 御 さ れ て い る 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ５ １ 、 ３ ５ ２ は そ れ
ぞ れ デ ー タ ラ イ ン Ｄ Ｌ １ に コ ン タ ク ト ホ ー ル ３ ５ ３ と ３ ５ ４ で 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、
第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ５ １ は 反 射 電 極 （ 図 示 し な い ） に コ ン タ ク ト ホ ー ル ３ ５ ５ で 接
続 さ れ 、 反 射 電 極 （ 図 示 し な い ） は 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ３ ６ ０ を ス イ ッ チ す る ス キ ャ ン ラ
イ ン Ｓ Ｌ １ か ら 信 号 を 受 け る 。 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ５ ２ は 透 明 電 極 （ 図 示 し な い ）
に コ ン タ ク ト ホ ー ル ３ ５ ６ で 接 続 さ れ 、 透 明 電 極 （ 図 示 し な い ） は 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分 ３
７ ０ を ス イ ッ チ す る ス キ ャ ン ラ イ ン Ｓ Ｌ ２ か ら 信 号 を 受 け る 。 こ の 実 施 例 で は 、 ス キ ャ ン
ラ イ ン Ｓ Ｌ １ と 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ５ １ と は 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 ３ ６ ０ の 下 に あ り
、 ス キ ャ ン ラ イ ン Ｓ Ｌ ２ と 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ５ ２ と は 隣 り 合 う 反 射 型 ピ ク セ ル 部
分 の 下 に あ り 、 開 口 率 に は 影 響 し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】 こ の 発 明 の 全 て の 実 施 例 は 次 の よ う に 変 形 で き る 。 図 １ ２ か ら 図 １ ７ は こ の
発 明 に よ る 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ ４ ０ ０ の 断 面 図 で あ る 。 図 １ ２ か ら 図 １ ４ に 示 す よ う
に 、 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ ４ ０ ０ は 反 射 電 極 ４ １ ０ 、 透 明 電 極 ４ ２ ０ 、 第 １ の ス イ ッ チ
ン グ 素 子 ４ ０ １ 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ０ ２ で 構 成 さ れ て い る 。 第 １ の ス イ ッ チ ン グ

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-24680 A 2005.1.27



素 子 ４ ０ １ は コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ０ ３ で デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ０
５ で 反 射 電 極 ４ １ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ０ ２ は コ ン タ ク ト ホ ー
ル ４ ０ ４ で デ ー タ ラ イ ン に 接 続 さ れ て い る 。 透 明 電 極 ４ ２ ０ の 材 料 と し て は 、 不 純 物 を ド
ー プ ま た は ノ ン ド ー プ の 多 結 晶 シ リ コ ン 、 あ る い は 不 純 物 を ド ー プ ま た は ノ ン ド ー プ の ア
モ ル フ ァ ス シ リ コ ン を 使 う こ と が で き る 。 さ ら に 、 透 明 電 極 ４ ２ ０ は 、 図 １ ２ と 図 １ ３ に
示 す よ う に 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ０ ２ の ア ク テ ィ ブ 層 （ ソ ー ス ／ ド レ イ ン ） に 直 接
接 続 で き る 。 ま た 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 透 明 電 極 ４ ２ ０ は 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ０ ６ で
、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ０ ２ の ア ク テ ィ ブ 層 に 直 接 接 続 で き る 。 さ ら に 、 透 明 電 極 ４
２ ０ の 材 料 と し て Ｉ Ｔ Ｏ や Ｉ Ｚ Ｏ を 使 う こ と が で き 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル ４ ０ ６ で 、 第 ２ の
ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４ ０ ２ に 接 続 さ れ る 。 こ こ で 、 透 明 電 極 ４ ２ ０ の 位 置 は 図 １ ５ か ら 図 １
７ に 示 す よ う に 変 形 で き る 。 図 １ ５ に は 、 透 明 電 極 ４ ２ ０ が 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 ４
０ ２ の 、 底 の 部 分 に あ る 例 が 示 さ れ て い る 。 図 １ ６ に は 、 透 明 電 極 ４ ２ ０ が ス キ ャ ン ラ イ
ン と 同 じ 層 に あ る 例 が 示 さ れ て い る 。 図 １ ７ に は 、 透 明 電 極 ４ ２ ０ が デ ー タ ラ イ ン と 同 じ
層 に あ る 例 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】 当 業 者 の な し 得 る 修 正 、 も し く は 変 更 で あ っ て 、 こ の 発 明 の 精 神 の 下 に お い
て な さ れ 、 こ の 発 明 に 対 し て 均 等 の 効 果 を 有 す る も の は 、 い ず れ も こ の 発 明 の 特 許 請 求 の
範 囲 に 属 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分 の 輝 度 と 透 過 型 ピ ク セ
ル 部 分 の 輝 度 と が そ れ ぞ れ 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に よ り 分 離
し て 制 御 さ れ る の で 、 最 良 の 色 表 示 が 達 成 さ れ る と い う 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 に よ る 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放 射 方 向 に 沿 っ
た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放 射 方 向 に 沿 っ
た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放 射 方 向 に 沿 っ
た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放 射 方 向 に 沿 っ
た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放 射 方 向 に 沿 っ
た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放 射 方 向 に 沿 っ
た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放 射 方 向 に 沿 っ
た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放 射 方 向 に 沿 っ
た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放 射 方 向 に 沿
っ た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 例 に お い て 、 バ ッ ク ラ イ ト モ ジ ュ ー ル の 光 放 射 方 向 に 沿
っ た 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の ピ ク セ ル 部 分 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 に よ る 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 に よ る 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 に よ る 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 こ の 発 明 に よ る 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 こ の 発 明 に よ る 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 こ の 発 明 に よ る 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ の 断 面 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 、 ２ ３ ０ 、 ３ ０ ０ 、 ３ ５ ０ 、 ピ ク セ ル 部 分
１ １ ０ 、 ２ １ ０ 、 ２ ４ ０ 、 ３ １ ０ 、 ３ ６ ０ 、 反 射 型 ピ ク セ ル 部 分
１ ２ ０ 、 ２ ２ ０ 、 ２ ５ ０ 、 ３ ２ ０ 、 ３ ７ ０ 、 透 過 型 ピ ク セ ル 部 分
１ ０ １ 、 ピ ク セ ル 駆 動 回 路
２ ０ １ 、 ２ ３ １ 、 ３ ０ １ 、 ３ ５ １ 、 ４ ０ １ 、 第 １ の ス イ ッ チ ン グ 素 子
２ ０ ２ 、 ２ ３ ２ 、 ３ ０ ２ 、 ３ ５ ２ 、 ４ ０ ２ 、 、 第 ２ の ス イ ッ チ ン グ 素 子
２ ０ ３ 、 ２ ０ ４ 、 ２ ０ ５ 、 ２ ０ ６ 、 ２ ３ ３ 、 ２ ３ ４ 、 ２ ３ ５ 、 ２ ３ ６ 、 ３ ０ ３ 、 ３ ０ ４ 、
３ ０ ５ 、 ３ ０ ６ 、 ３ ５ ３ 、 ３ ５ ４ 、 ３ ５ ５ 、 ３ ５ ６ 、 ４ ０ ３ 、 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ 、 コ ン タ ク
ト ホ ー ル
４ ０ ０ 、 透 過 ・ 反 射 両 用 型 Ｌ Ｃ Ｄ
４ １ ０ 、 反 射 電 極
４ ２ ０ 、 透 明 電 極
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